
　２．東北（地域別調査機関：（財）東北開発研究センター）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

良くなる － －
やや良くなる 百貨店（売場担当） ・これからお歳暮、大型催事など、客の動員が図られる行事

が目白押しで、広告も大々的に行われ、反響も大きくなって
いる。ボーナスが入ることもあり、土日の集客も上向いてい
る。

衣料品専門店（経営
者）

・９月にオープンした大型ショッピングセンターの影響が落
ち着き始めているため、これからの春物商戦には期待が持て
る。

家電量販店（店長） ・ボーナス商戦が始まり活性化する。ただし、液晶テレビ、
プラズマテレビなどは単価が下がってきており、販売量でい
かに補えるか、加えて関連商品をいかに売るかによって売上
に影響してくる。

乗用車販売店（経営
者）

・新型車効果に併せて回復見込みの冬のボーナス効果で、よ
うやく個人ユーザーの購買意欲がそそられる。前年のような
雪害がなければ順調に商談ができる。

乗用車販売店（従業
員）

・サービス部門はスタッドレスタイヤの売行きが前年よりも
好調に推移している。新車部門もガソリンが若干値下がりし
たことで、これからの繁忙期に良い兆しがみえてきた。

その他専門店［化粧
品］（経営者）

・客の動きは一進一退であるが、寒くなり雪が降れば、防寒
物が期待される。急激には変わらないが、細かい対応により
徐々に客の流れが戻ってくる。

その他専門店［白衣・
ユニフォーム］（営業
担当）

・冬物があまり動かなかったこと、及び、秋の衣替えの意識
が薄くなってきたことから、春先では人の動きが活発になる
こともあり、持ち越されていたものが一気に動き、モデル
チェンジが進む。

観光型旅館（経営者） ・鉄道会社のキャンペーンによる集客効果が表れる。12月に
公開される、地元を舞台にした映画によるアナウンス効果も
期待できる。

観光型旅館（経営者） ・前年の12月の予約よりは、やや先行予約が多い。多少は売
上増が期待できる。飲酒運転撲滅の気運が高まり、「飲むな
ら一泊したほうが気楽」という心理が影響しているとの見方
もある。市街地の居酒屋では飲酒運転の厳罰化で売上が減少
しているとのことである。

変わらない 一般小売店［スポーツ
用品］（経営者）

・個々の商店が自力での客寄せがなかなかできないので、ど
うしても「外商」に走っており、ますます商店街に客の足が
向かなくなる。

一般小売店［雑貨］
（企画担当）

・所得環境が大きく変わらないため、個人消費は一進一退の
動きが続く。今後も引き続き天候に左右される状態となる。

百貨店（広報担当） ・冬のクリアランスセールも終わり、春物の展開が本格化し
てくる時期となる。最近の傾向として、セール直後には「買
い気」が沈静化すること、また、季節初めの消費は慎重であ
ることから、急激に個人消費の動向が改善することは考えに
くい。

百貨店（営業担当） ・ギフト需要に明るさはみえるものの、主力の衣料品にさし
たるプラス要因を見出せずにいる。気候に多分に影響されそ
うで、力強さは感じない。

百貨店（経営者） ・賞与を含め所得水準が上がらない。これから冬本番を迎え
るのに、ガソリン代、灯油代が高止まりしているなど、好材
料に乏しい。

百貨店（販促担当） ・宝飾品、美術工芸品といった高額品が堅調なだけに、ユー
ロ高によるブランド品の値上がりが消費マインドに水を差し
ている。前年の寒波により防寒衣料がたんす在庫となってい
るため、買換え需要に期待は持てない。

百貨店（経営者） ・食品部門の競合状況が変わらないため苦戦が続く。アパレ
ル関係は天候次第の面もあるが、急激な上昇はない。一般的
な経済情勢からも個人消費が急に上向きになることはない。

スーパー（経営者） ・ここ半年間の傾向と前年同月比の伸び率は若干のプラス状
態で変化がみられない。新潟県中越地震からの復旧もほぼ終
了しており消費改善の余地はない。

スーパー（経営者） ・多少景気が良くなったとしても、食料品に関しては、ぜい
たく品を買い求める、というような極端な変化は考えられ
ず、比較的堅調に推移する。洋風化、個食化などという消費
トレンドの変化はあるかもしれないが、全体量は変わらな
い。

家計
動向
関連



スーパー（店長） ・年末商戦に向けて価格競争がますます激化する。いざなぎ
超えというが、この地方では全く景気回復を感じられず、格
差の大きさが話題になっている。まぐろなどは単価が上昇し
ている。

スーパー（店長） ・ボーナス商戦に期待したいところだが、支給を減らされる
会社や支給されない会社が多いと聞いており、厳しい状態は
続く。

コンビニ（経営者） ・来客数が落ち込んでいるものの、客単価は101％と微増で
堅調である。デザートでも値段にこだわらず、高単価のもの
が動いている。サラダも郊外型店舗や住宅地立地店舗では売
れないような高めの商品が都市型の当店では売れているのが
特徴である。米飯に新しいヒット商品が出れば客足が戻る。

コンビニ（エリア担
当）

・景気が良くなっているのは一部の大企業や首都圏、中京な
どの一部の地域に限られる。企業の業績が良くなっても個人
の所得は増えていないので、店頭での販売は伸びない。ま
た、コンビニ以外の他業種との競合も厳しくなっているた
め、この先もあまり変わらない。

コンビニ（エリア担
当）

・夜の繁華街の人出も少なく、年末の需要時も厳しさが見込
まれる。クリスマスイブが日曜日であるため、ケーキの販売
も前年より大きくダウンする。

衣料品専門店（経営
者）

・大企業、金融機関などは空前の利益を出しているようだ
が、地方の中小企業は厳しさが続いている。地方においても
職種による格差が出ている。

衣料品専門店（店長） ・冬のセールも終わり、春物の立ち上がりの時期になるが、
雪との戦いに疲れてまだまだ春気分にはならない。

衣料品専門店（店長） ・団塊世代のスーツ需要の縮小、防寒着需要の縮小により、
今後の売上は厳しい。

住関連専門店（経営
者）

・消費者の購買意欲は上がっているように感じるが、個人の
所得が増えていないという話が多い。「景気が良いのは大企
業だけではないか」という話がちまたではささやかれてい
る。

その他専門店［食品］
（経営者）

・前年の今ごろは連日の大雪であったにもかかわらず創業以
来の好成績だったので、前年比横ばいでも上々である。何と
か歳末商戦を好発進させたい。

その他専門店［ガソリ
ンスタンド］（営業担
当）

・天候の長期予報は暖冬であり、冬場の需要が減少しそうで
ある。価格競争が予想されるため収支状況が厳しい状態が続
く。平年並みの天候にならなければ回復は難しい。

高級レストラン（支配
人）

・来客数は前年並みだが客単価が下がっており、売上では前
年を下回る状況が続く。

一般レストラン（経営
者）

・年末はクリスマスなどを中心に若い客も増えるが、年明け
は厳しい状況が予想されるので、トータルでは現状の悪い状
態が続く。

一般レストラン（ス
タッフ）

・新聞報道によると賞与の支給額が前年より増えるという予
想も多く、景気回復が期待される反面、株価が低迷している
ため大きく変わらない。

都市型ホテル（スタッ
フ）

・企業進出のニュースがある一方で、それ以上に倒産、撤退
する企業も多く、また、人口減少も進んでいることから、こ
の先に希望が持てる雰囲気がない。月々の入込が一時的に増
えたとしてもモチベーションが上がらない。

都市型ホテル（スタッ
フ）

・恒例だった大手ゼネコン、社団法人の大型新年会が中止に
なった。また、婚礼の新規受注が現時点ではゼロである。

都市型ホテル（スタッ
フ）

・需要は増えているが、それ以上に競合他社の進出が増えて
いるので、既存の企業の売上は厳しい状況である。

タクシー運転手 ・来春の新卒で就職活動中の乗客の話では、実際の内定率は
50％程度で、女子は特に厳しくなかなか内定がもらえないよ
うである。雇用側もかなり厳しい状況がうかがえることか
ら、景気の回復には至らない。

通信会社（営業担当） ・好景気というが、青森では全く感じられない。一部建設企
業から上向きと聞くが、その受注は仙台などの大都市から
で、その他の東北からは少ないとのことである。

遊園地（経営者） ・暖冬で推移しそうであり、閑散期ながらもある程度の来客
数は見込まれる。ただし、基調が変わるまでには至らない。

美容室（経営者） ・ボーナスへの期待はあるが、個人の収入が増えるような話
は客から聞かれない。急激な変化はなく、しばらくは厳しい
状態が続く。

やや悪くなる 商店街（代表者） ・ボーナスの支給額が若干上がるにしても、これまで取り崩
してきた預金の穴埋めに回り、消費支出増にはつながらな
い。



商店街（代表者） ・低価格商品、大型店に消費者の目が向いている。
商店街（代表者） ・９月に郊外型大型店、10月に大型スーパーが開店し、12月

には別の中心商店街に大型ショッピングセンターの開店が予
定されており、年末年始商戦に大きな影響が出ることは必至
である。

スーパー（経営者） ・競争激化により、客の買い回りが進む。また、灯油価格が
前年より上昇しているため、他の消費支出が節約される。

スーパー（店長） ・大手ショッピングセンター開店後の影響が週末に顕著に出
ている。また、12月中に競合店が二次商圏内に１店、郊外に
１店の進出するので、影響がある。

衣料品専門店（経営
者）

・２、３か月先は冬物バーゲン、処分セールの時期に当たる
が、今の時期に売れていないことからして、必要でないもの
はいくら値段を下げても買ってもらえない。

家電量販店（店長） ・販売数量、販売単価共に低下傾向にある。
乗用車販売店（経営
者）

・冬のボーナス支給増が見込めず、逆に灯油代など生活支出
は増える状況で、車の販売市場が上向く期待は全く持てな
い。一方で、保有期間の長期化に伴い、車両整備、修理など
のサービス需要は増える。

住関連専門店（経営
者）

・個人所得は伸び悩みが続き、消費意欲は回復しない。特に
耐久消費財については伸び悩む。

その他専門店［呉服］
（経営者）

・農家の人は収入が減っている。また、高齢者の年金も上が
らない。したがって、支出を抑える動きになっている。

その他専門店［靴］
（経営者）

・暖冬傾向であり、前年よりは厳しくなる。

悪くなる スーパー（経営者） ・競合の出店があるほか、青果物が値下がりしている。
衣料品専門店（店長） ・暖冬傾向であり、防寒系のコート、アウターなどを目的と

する客が買い控える。
良くなる ○ ○
やや良くなる 繊維工業（総務担当） ・急激な上昇は望めないものの、海外生産から国内生産へ切

替えるところが出始めている。特に、中国の上海では加工賃
金が上がりつつあるようである。

輸送業（経営者） ・原油が値下げ傾向にある。また、輸送量の増加を見込んで
いる。

広告代理店（従業員） ・不動産、流通、観光の分野で期待できる。
変わらない 電気機械器具製造業

（経営者）
・年度末は例年受注が多いが、本年は取引先から在庫調整の
声が聞かれ、従前とは様相が違う。財務体質の改善が遅れた
中小企業は、当分厳しい状況が続く。一方で、自動車関連の
部品加工は強気の会社が多く見受けられる。

電気機械器具製造業
（企画担当）

・現在よりも上向くという状況はすぐにはないが、良好な状
態が継続する。

建設業（従業員） ・民間の設備投資はおう盛であり、受注量の確保は見込める
が、公共工事落札額の極端な低下により、質的にはかなり厳
しくなっており、この状況は当分継続する。

建設業（企画担当） ・ここ数か月の見積参加件数に大きな変化はないが､公共工
事は低落札でなければ競争に勝てない状況が続いており、受
注できたとしても損益的には厳しい。一部民間の設備投資が
活発ではあるが、職人の首都圏集中などによる人手不足やコ
ストアップが気掛かりである。

輸送業（従業員） ・取扱件数が横ばい状態で、新規の扱いが見当たらない。
通信業（営業担当） ・受注量は増加傾向にみえるが、価格や条件面をみる限り厳

しい状況であり、先行きについては楽観できない。
新聞販売店［広告］
（店主）

・業界が活性化しているときに多くなる求人チラシはほとん
どなく、携帯電話の部品組み立てなど特定の業種に限られて
いる。また、求人があったとしても関東、関西方面からのも
のだったりすることから、ここでも地域格差を感じる。

公認会計士 ・電子部品の製造などは好調な受注でフル生産が続いている
一方で、都市型ホテルでは、婚礼、宴会の予約が伸びず苦戦
しているなど、全体的には景気の好転が実感されない。

その他非製造業［飲食
料品卸売業］（経営
者）

・通常よりも安い商品ばかりに引き合いがあり、利益になる
ような定番商品が売れない状況が続いている。

やや悪くなる 農林水産業（従業者） ・市場での販売価格が下落しているにもかかわらず、灯油、
軽油をはじめとする仕入価格が高値で推移している。

出版・印刷・同関連産
業（経理担当）

・紙や石油の値上がり分を自社で背負うため、収益が大きく
落ち込んでいる。印刷業全体がそのような状況になってい
る。

広告業協会（役員） ・消費が沈み込んでくると広告業界は影響が大きい。年末に
かけての新聞、テレビなどの申込が少ない。

企業
動向
関連



広告代理店（営業担
当）

・得意先は広報、宣伝活動に積極的な様子がみられない。

経営コンサルタント ・好調を続けていた工場向け部品商社の販売が徐々に下降を
始めた。景気のピークアウトを予想させる。

コピーサービス業（経
営者）

・売上、販売量は前年を下回っており、値引き交渉も厳しい
状況におかれている。この状態が続けば来月以降はより厳し
くなる。

悪くなる 農林水産業（従業者） ・「ふじ」りんごの注文は前年より１割程度多いが、突風に
より大量の落下被害があり、りんごそのものが少ないため、
その注文に応じきれない。

良くなる ○ ○
やや良くなる 人材派遣会社（社員） ・これから年度末にかけては建設、設計などでもう一段の活

況が期待できる。番号ポータビリティ制度の動向によっては
携帯電話関連も期待できる。

新聞社［求人広告］
（担当者）

・東京資本の郊外型流通業の進出で大規模な雇用が始まりつ
つある。それに呼応して下請の地元企業も活性化すれば景気
が上向きになる。

職業安定所（職員） ・求人数は増加しているものの、雇用者側の動きは、正規社
員ではなく非正規社員（派遣、請負）を採用する傾向に歯止
めが掛かっていない。

変わらない 職業安定所（職員） ・管内企業のヒヤリングでは、仕事量は多くなっているが、
原材料の上昇により収益が圧迫されており、また、競争激化
により価格に転嫁できないとのことである。

職業安定所（職員） ・季節的に経済活動が弱まり、求人数が減少する時期となる
が、求職者も減少傾向にあることから、特に厳しい状況にな
ることはない。

職業安定所（職員） ・新規求職者数が毎月、前年同月を下回っており、その面で
は景気回復を感じさせるが、新規求人数が伸びてこないた
め、実感がわかない。また、これから冬季に入るため求人は
減少してくる。

職業安定所（職員） ・管内主要産業の動向は、食料品製造業で原油高により輸送
コスト等が上昇しているが、雇用への影響は特にない。工作
機械製造業で多くの受注により生産ラインは全面稼働して残
業が多く雇用の不足感を感じている。全体的には雇用の過不
足は適正となっていることから、正規社員の大幅な増加は当
面見込めない。

職業安定所（職員） ・求人、求職共に減少しているため、有効求人倍率は横ばい
で推移する。

やや悪くなる 職業安定所（職員） ・新潟県中越地震の復旧工事は大半が今年度中に終了する。
降雪地での作業は12月中にも終了するので、建設業を中心に
人員削減が懸念される。

悪くなる － －

雇用
関連


